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内容：

様々な光・電子機能を持つ有機化合物が知られていますが，実
際に素子材料として用いられている例は，有機化合物が持ってい
る機能の多様性から考えると，未だ限られたものとなっています。

当研究室では、光・電子機能に応じた分子の設計と，その分子性
能が機能発現に充分生かせるような分子配列の制御，および素子
材料化の検討を行っています。特に，二次非線形光学効果による
広帯域・高出力テラヘルツ波発生結晶，三次非線形光学効果によ
る光スイッチングや導電性などにも興味が持たれる共役高分子結
晶などの有機結晶材料を中心に，その周辺領域も含めて研究を展
開しています。前者については，既に実用化されているプロトタイ
プ結晶を上回る性能や結晶成長性を示す新結晶の合成に取り組
んでいます。後者については，結晶状態のまま重合を行う固相重
合を用いて，構造が制御された新奇共役高分子の合成を進めてい
ます。当面，光学素子への応用を考えているため，レーザーが透
過可能なミリメートルサイズの結晶の育成と光散乱が小さなナノ
メートルサイズの結晶の作製も行っています。
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分子性能の検討例（波長変換）

分子集合体中の配向の検討例

素子機能に応じた結晶の作製例
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高性能有機光機能材料の研究の流れ
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